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期待の若手で、いろいろなアンサンブルに引く手あまたの鈴木勇人さん。でも、意外と恥ずかしがり

屋さんで、終演後、ロビーに自ら出てくることはめったにありません。職人気質のタイプなのでしょう。

そんな職人気質の一面を文章で表現していただきました。 

ヴィオラとは 

弦楽器の中で一番知られていない楽器は間違いなくヴィ

オラです。その理由は様々ですが、大きな原因としてはヴ

ァイオリン、チェロ、コントラバスのように遠くから見て

もあきらかに違いがわかるわけではなく、ぱっと見は何ら

ヴァイオリンと変わらないからではないでしょうか。オー

ケストラをあまり聴かない方からすると、第 3 ヴァイオリ

ンと思う方もいるかもしれません。 

では、ヴァイオリンとの違いは何なのでしょうか、それ

はまず大きさです。遠くからみるとそこまで違いがわから

ないかもしれませんが、実際はヴィオラの方が一回り大きいのです。数字にすると、ヴァイオリンが 355

㎜、ヴィオラは楽器によって違いますがだいたい 380～450㎜です。 

それともう一つ、ヴァイオリンとヴィオラの重要な違いは音域です。ヴァイオリンは高い音から、ミ

→ラ→レ→ソ、一方ヴィオラは、ラ→レ→ソ→ド、ヴィオラの方が低い音が出ます。これは室内楽やオ

ーケストラで演奏する上でとても重要なことなのです。 

ヴァイオリンとヴィオラの演奏上の違い 

 演奏の中でのヴァイオリンとヴィオラの違いはなんなのでしょうか？ 

 よくヴィオラは楽だからと冗談を言われますが、半分正解で半分不正解だと考えています。なぜなら

難しさに違いがあるからです。 

 まず、なぜヴィオラが楽だと思われるか、それはオーケストラにしても室内楽にしてもヴァイオリン

（特に 1st ヴァイオリン）と比べると、譜面上の音符も少なく音域も低く楽だからです。これはソロ曲

においても同じ傾向です。しかしそうなると、ヴィオラの難しさは何なのか、それは発音（音の出し方）

なのではないかと私は考えています。ヴァイオリンより弦が太い分、右手（弓）が難しいのです。ひと

つひとつの音にしっかり腕の重さを乗せ、弦に嚙ませなくては出てくる音がモゴモゴして輪郭が見えな

くなってしまいます。ヴィオラにおいては大きくかつ、はっきりとした発音で弾くことは非常に難しい

のです。こういったことをふまえると実は楽器を弾くということに関しては、ヴァイオリンよりヴィオ

ラの方が難しいのです。 

ヴィオラの魅力とは 

私自身、ヴィオラを 3台所持しています。上掲の写真では右から古い順になっています。 

さてここで見ていただいて分かるように、大きさや形がまちまちです。最初の項目で述べたように、

ヴィオラは楽器によっては大きさに 70㎜も差があるのです。ここがヴィオラの面白さであります。ぜひ

オーケストラなどを聴くときに客席から見て違いを楽しんでいただきたいと思います。もちろんそれだ

け大きさに差があればそれぞれ違う特徴を持っていますし、奏者によっては楽器との相性なども変わっ

てきます。 

またそれだけではなく、ヴァイオリンでは一般的に古い楽器が良いと言われていますが、ヴィオラは

新しくても良い音の楽器が存在します。個人的な考えではありますが、その理由は先ほど述べた発音と

本来楽器が持つ特徴のためではないかと考えます。 

  Kitaraボランティアからの Kitaraボランティアによる、Kitara大好きな皆さんへの情報発信誌   

 

 



こうしてピアニストになりました 

     徳田 貴子 

ピアニストになったきっかけは、

アメリカ留学です。 

高校時代、もっと音楽を学びたい

という思いと、豊かなリベラルア

ーツ教育に興味を持ち、アメリカ

の音楽大学に進学しました。けれ

ども当初は不安でいっぱいでし

た。日本でそれまで目立った活躍

をしておらず、家族に音楽関係者

もいない私には、留学でどうすれ

ば成功するのかわからず、将来像

も描けなかったからです。 

それでも現地で素敵な友人たちに恵まれました。留学

生でありながら祖国に仕送りをする人。一族の期待を一

身に背負った人。そこには音楽によるアメリカンドリー

ムを目指す学生がたくさんいました。彼らと比べ自分は

なんと恵まれた環境にいたのでしょうか。それ以降、失

敗したら太平洋に身を投げる覚悟で練習や勉強に励みま

した。 

進学した大学院では、二人の恩師と出会いました。ま

ずジュディス・バーゲンガー先生です。楽譜の深い読み

方から弾き方まで、１音単位で熱心に教えてくれました。

また、「自分の存在を申し訳なく思わず、堂々と表現しな

さい」と何度も励まされました。ケヴィン・ケナー先生

には、より創造的な表現を学びつつ、一人の人間として

も大いに影響を受けました。ある時、先生にこれまでの

指導のお礼をしたところ、「頑張ったのは君であり僕では

ないよ」と言われました。世界で活躍しながら謙虚に日々

努力する先生の姿に、音楽性だけでなく人間性でも近づ

きたいと思いました。 

アメリカでは、幼児であろうと、創造的な事柄に挑戦

することを肯定する文化があります。そのような環境に

いて、自分らしい活動とは何かと考えるようになりまし

た。博士論文では冷戦期ポーランドの統制下で活動した

バツェヴィチの作品に取り組み、その想いに共感しまし

た。制約を超えて表現された作品に向き合うことは、私

自身が殻を破って生きることにも繋がりました。 

帰国後は、年 1 回のリサイタルを 5 年間続けることを

目標にしました。その過程で、道銀文化奨励賞を受賞し

札幌交響楽団と協演する機会をいただいたことは大変励

みになりました。今年は、今の私の原点であるバツェヴ

ィチの作品を中心に演奏いたします。作曲家の想いに寄

り添った表現を皆様と共有できたらと思います。 

プロフィール：恵庭市出身。北広島高校卒業後渡米、マ

イアミ大学フロスト音楽学校博士課程修了。札幌市民芸

術祭大賞、道銀芸術文化奨励賞受賞。 

 

 編集後記：ヴィオラの魅力を遺憾なく書いてくれた鈴木さん。ご自分の写真ではな

く、ヴィオラで勝負します。徳田さんは、札幌中心にコンサート等を行

っています。2月号の古川佳奈さん、リスト音楽院に合格、9月入学!（や） 

○意見感想を：札幌コンサートホール髙谷宛 E-mail volunteer@kitara-sapporo.or.jp   
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ヴァイオリンは元々の音が高いため、新

しい楽器は少し音がキンキンしてしまいま

す。一方ヴィオラは、音が低くあまりキン

キンせず、難しい発音もはっきり音の粒が

聞こえやすいのです。あくまで私の感覚で

すが、私の所有する 3 台も違います。新し

い楽器は上記で述べたように音がはっきり

していて、2番目に古い楽器は音がだいぶ丸

くなっています。一番古い楽器は、不思議

なのですが弾いていると音が分離する感じ

がするのです。おそらく響きと関係してい

るのではと思います。 

ヴィオラの一番の特徴 

 いろいろなことを書いてきましたが、ヴ

ィオラの一番の特徴は音の個性だと私は思

います。その理由は、楽器の大きさが様々

であり箱の大きさが違うこと、また、ヴィ

オラはヴァイオリンほどヴィルトーゾ（技

巧的）な曲が少ないため、長い音をどのよ

うに弾くかなど、より音と向き合う時間が

多いため、上手な人ほど自分の音を持って

いる、それがヴィオラの魅力なのです。 

 そのようなことに注目しながら、ぜひヴ

ィオラ単体の音を聴く機会を作ってくださ

い。今はヴィオラの音が他の楽器と区別が

つかなかったとしても、様々なヴィオラの

音に触れる機会が増えてくることで、自ず

とヴィオラの素晴らしさに心が奪われてい

きます。 

 ヴィオラの魅力を色々な角度から説いて

いただきました。今後のコンサートで、ヴ

ィオラ、その音色を幅広く奥深く味わえる

のではないでしょうか。 

プロフィール：4歳からヴァイオリンを始め

る。洗足学園音楽大学を首席で卒業。その

後ヴィオラに転向。同大学院修士課程を修

了。洗足学園音楽大学在学中、特別選抜演

奏者に認定、前田記念奨学金を授与。室内

楽でプロジェクト Q・第 8 章、第 9 章に出

演。第 7 回横浜国際音楽コンクール弦楽器

部門第 1 位。日演連演奏会にて札幌交響楽

団とコンチェルトを協演。これまでにヴァ

イオリンを飯田奈々子、西田博、三浦章宏

の各氏に師事。ヴィオラを岡田伸夫氏に師

事。現在札幌交響楽団ヴィオラ奏者。 

。        （担当 大岡 康利） 

 

 

 

 

 

 

ハンノキの花殻 

ｶｯﾄ：小川悠紀弥 


